
    

    

    

    

認知症および認知症のケアについて認知症および認知症のケアについて認知症および認知症のケアについて認知症および認知症のケアについて    
    

    

研修資料研修資料研修資料研修資料    兼兼兼兼    マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル    

    

    

    

    

    

    

    

資料作成 (株) イー･ケア･サポート 

協 力 アイ・エム・エフ研究センター 

    

    

ichikawaatsushi
SAMPLE



認知症および認知症および認知症および認知症および認知症高齢者のケア認知症高齢者のケア認知症高齢者のケア認知症高齢者のケアについてについてについてについて    
 
 
0.はじめに 

ここでは認知症高齢者へのより適切なケアとはどのようなものかを述べる。そのために、まず認知症とは何か、なぜ起こ

るのか、認知症により生じる問題など認知症そのものについて概観し、続いてより適切なケアにつながる高齢者の心理

的側面を尊重したケアについて考えることとする。 
 
■認知症について 
1.認知症とは? 
 認知症とは一般に「一旦は正常に発達した知

能が、その後に起こった慢性の脳機能障害のた

めに異常に低下してしまった状態」を指し、知能

には「部分的ではなく、包括的な低下が認めら

れる」ような「病気」であると定義されている。つま

り右図の破線で示したように、最初は一般的な

発達の線に従い知能は発達したものの後に一

貫して低下している。いったん低下しても回復し

ている a の線や一般的な発達とは異なった発達

の仕方をした b の線をたどったような場合は似た

ような状態を示しても「認知症」とは呼ばない。 
 
2.認知症の診断 
 現在、認知症の診断基準は次のようになっている。 

 
 
 上記のように認知症は障害としては記憶と認知の障害がある。しかし、加齢により誰にでも似たような状態が見られる

ことがあるが、その場合には C が基準となる。また、図 1 でも触れたように一時的な状態では認知症とは言えず、さらに

器質性因子（脳における形状的な変化）が認められたり推測されたりして始めて認知症と判断される。また、せん妄など

意識障害による知的機能の障害は認知症とは区別される。つまり、せん妄が一時的な意識状態の低下を伴っている

D. A,B,C がせん妄状態の

時だけに生じるのではない

E. 器質性因子の存在が

証明・推測される

A.記憶の障害 
 
新しいことを覚え込む 
以前覚えたことを思い出す 
ことが困難、できない 

B.認知の障害

（下記のうちひとつ以上）

▻ 言葉の障害

▻ 身体は動くのにある動作ができない

▻ 感覚はあるが認識できない

▻ 計画を立てる、物事を組み立てる、

順序立てることなどができない

C.社会的または職業的機能の著しい障害を引き起こし、病前の機能

水準からの著しい低下を示す 

図 2.認知症の診断基準 
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図 1.知能の発達と認知症（概念図）
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